




要約:

近年脳性麻痺のうち,低出生体重児として出生したものの占める割合は大きく,今回これら

の脳性麻痺児の画像診断上所見とコミュニケーシヨン発達との関連について調査した.

MRI を撮影した患児 27 名の画像診断,新版 K 式発達指数,出生体重,ニ語文発現年齢などを

調査しそれぞれ相関関係を解析した.今回,画像診断上 PVL が大半を占めたため対象をこれ

に絞って調査し,画像上白質放線冠のみられる氷平断面にて白質,脳室,全脳面積をピクセ

ル数で置き換えその比を算出し新版 K 式発達指数との相関関係を検定したところ,全脳に

対する白質面積比と認知項目得点に有意な相関がみられた.これらより PVL を呈する脳損

傷児において,視覚情報の取り込みおよび再構成の発達を予測するうえで MRI における白

質面積が有用な情報と思われた.


